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(2) ドナーとアクセプターとを化学結合で連結した化合物においてさらにもう 1 個のアクセプターが存在している場
合の電子移動に及ぼす影響についてまとめている。アクセプターとして効率のよい C60 を選び、ドナーであるポルブイ
リンに 2 個の C60 を導入し、 C60 の存在位置が遠近の 2 種の異性体を合成している。これらの異性体の電子移動速度を
比較検討することにより、 C60 が近接した位置にあるものでは C60 同士の相互作用により電子移動が加速されること
を明らかにしている。
(3)溶媒の可動性が電子移動に及ぼす影響を調べるためにドナー・アクセプターであるポルブイリンーピロメリット
イミド連結分子をユニマーミセル中に組み入れた化合物を合成し、その電子移動を動きの速い通常の有機溶媒中の値
と比較・検討を行っている。その結果、可動性の少ないユニマーミセル中で周辺の分子鎖が電子移動に適した位置に
存在することにより、電子移動が起こり易いことを明らかにしている。
以上のように、本論文は光合成初期過程において、まだ未解明であった電子移動に及ぽす環境因子の効果を評価し
うる化合物を合成し、これらの効果を明らかにして、人工光合成系の構築にあたっての新しい指針を示しており、有
機光化学、特に有機化合物を用いる人工光合成の分野に貢献するところが大きい。よって本論文は博士論文として価
値あるものと認める。
